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1．はじめに 

都市河川で治水対策を進めてきた日本において，近年では自然と共生することを目的とした都市・流域の開

発が求められている．このような状況下で，都市河川の水質環境の現状と改善策を検討することは産官学共通

の課題である．河川環境の再整備を議論する上で，地域住民との話し合いは必要不可欠である．しかし，一般

的に河川の水質を議論する上で，地域住民に専門知識を理解してもらうことは難しく，専門知識を感覚的に理

解できる基準が議論の中で求められている．そこで本論文は，国土交通省により公表されている河川水辺の国

勢調査と環境省による公共用水域における水質調査データを有効活用する方法を模索すると共に，わかりやす

く画一的な河川の水質状況の表現を試みた． 

2．魚類生息状況とDO・BODを用いた分布図作成 

誰にでも利用できる河川データとして，水質は環境省が公表している公共用水域における水質調査結果，魚

類は国土交通省が公表している河川水辺の国勢調査の結果が挙げられる．これらのデータは定期的に調査が行

われており，データ数も豊富であることから，魚類の生息する水質状況を議論するのに適していると考える．

魚類の生息環境に最も寄与している水質項目として，生物が生息する上で必要不可欠である溶存酸素(DO)と，

河川の代表的な汚濁指標である生物化学的酸素要求量(BOD)が挙げられる．この2項目と現在の魚類の生息状

況から，水質項目と魚類の生息分布図を作成した．分布図の作成に際して，生物調査結果はこれまで著者らが

研究対象としてきた河川下流域を対象範囲とした．水質調査結果は生物調査が行われた地点の近傍で行われた

調査結果水質調査結果は生物調査と同月に行われた水質調査結果を用いている． 

また，上記のデータ以外に，埼玉県農林部総合研究センター水産研究所において水質と生物調査の結果を照ら

し合わせたデータが公表されているので，そのデータも利用して全国一級河川を対象とした生物の生息状況と

水質に関する分布図を作成した. 

3．魚類生息状況と水質2項目でみた分布図 

 調査において確認された魚類を表-1に示す．この中から比較する魚類として，千葉市が水環境保全計画に記

載されている指標生物を参考にアユ，コイ，スズキ，ボラ，モツゴ，マハゼを選定した．これらの魚類の生息

状況についてDOとBODの分布図を図-1に

示す． 

図 -1よりアユはDO濃度が最小値5.6mg/l

（関東，中川），BOD濃度が最大値8.1mg/l

（関東，鶴見川）の濃度の河川において生

息していることがわかる．環境省の「河川

の生活環境保全」においてアユなどの貧腐

水性水域で生息する魚類はDO濃度5mg/l以

上，BOD濃度3mg/l以下の環境で生息でき

ることを示している．図から実際の河川で

はDO濃度5mg/l以上の河川で生息し，BOD

濃度は3mg/l以上の環境でも生息している．

スズキはDO濃度が最小値3.7 mg/l（埼玉農
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確認された魚類

表-1 河川水辺の国勢調査より生息が確認された魚類 

魚類全 197種確認 
背景着色の魚類を比較 
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林水産研究所調査結果）， BODは最大値7.8mg/l（関東，鶴見川），マハゼはDO濃度が最小値2.4mg/l（関東，

綾瀬川）， BOD濃度が最大値8.1mg/l（関東，鶴見川）の環境で生息している．コイはDOが最小値0.8mg/l（埼

玉農林水産研究所調査結果）， BODが最大値15.0mg/l（埼玉農林水産研究所調査結果），ボラはDO濃度が最小

値1.8mg/l（埼玉農林水産研究所調査結果），BODが最大値12.0mg/l（埼玉農林水産研究所調査結果），モツゴは

DO濃度が最小値0.8mg/l（埼玉農林水産研究所調査結果），BOD濃度が最大値17.0mg/l（埼玉農林水産研究所調

査結果）で生息している．これら3種の魚類は魚類が生息しにくいDO濃度かつ，汚濁河川と言えるBOD濃度の

水質環境において生息できる，生息環境に対して耐性力のある魚種であることがわかる． 

4．まとめ 

河川水辺の国勢調査と公共用水域における水質調査における魚類生息時のDOとBODの分布図の知見を以下に示

す． 1) BOD濃度はモツゴが0.5～17.0mg/lで生息しており，その値は都市河川である神田川や日本橋川の水質目標

（環境基準C類）5.0 mg/l以下では魚類が生息することから，河川の生態系を保持することを目的として水質改善を

検討する場合，BOD濃度は魚類が生息するために十分満たしているものと考える． 2) DO濃度はアユが5.6～12.0mg/l

で生息しており，溶存酸素の豊富な河川に生息する魚であることがわかる．また，都市河川に生息しているコイや

ボラの分布図をみると，溶存酸素の低く魚類が生息しにくい河川に生息しており，生息環境に対して耐性力のある

魚種であることが図からわかる． 3) 魚類が河川に生息する水質環境の十分条件を表現することができ，河川にお

ける目標値の設定が可能になった． 

 

【参考文献】1）国土交通省：河川環境データベース(河川水辺の国勢調査) http://www.env.go.jp/water/mizu_site/index 

.html 2) 環境省：公共用水域水質測定データhttp://www.env.go.jp/water/mizu_site/index.html 3) 千葉市下水道局 建設

部 都市河川課HP：都川水系の水生生物調査結果についてhttp://www.city.chiba.jp/env/b060928a/miyako-seibutu.pdf 

0 5 10 15 20
0

5

10

15

D
O
濃
度
（

m
g/

l）

BOD濃度（mg/l）

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

０

８

１０

９

１２

７

８

８

１８

0 5 10 15 20
0

5

10

15

D
O
濃
度
（

m
g/

l）

BOD濃度（mg/l）

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

０

８

１０

９

１２

７

８

８

１８

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

０

８

１０

９

１２

７

８

８

１８

 
マハゼ生息時の DOと BODの分布図 

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

１

７

８

８

８

７

５

１

９

0 5 10 15 20
0

5

10

15

D
O
濃
度
（

m
g/

l）

BOD濃度（mg/l）

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

１

７

８

８

８

７

５

１

９

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

１

７

８

８

８

７

５

１

９

0 5 10 15 20
0

5

10

15

D
O
濃
度
（

m
g/

l）

BOD濃度（mg/l）  
モツゴ生息時の DOと BODの分布図 

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

０

５

１０

８

１２

８

１１

８

１８

0 5 10 15 20
0

5

10

15

D
O
濃
度
（

m
g/

l）

BOD濃度（mg/l）

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

０

５

１０

８

１２

８

１１

８

１８

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

０

５

１０

８

１２

８

１１

８

１８

0 5 10 15 20
0

5

10

15

D
O
濃
度
（

m
g/

l）

BOD濃度（mg/l）

ボラ生息時の DOと BODの分布図 

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

０

６

７

８

１２

６

１０

８

１５

0 5 10 15 20
0

5

10

15

D
O
濃
度
（

m
g/

l）

BOD濃度（mg/l）

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

０

６

７

８

１２

６

１０

８

１５

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

０

６

７

８

１２

６

１０

８

１５

0 5 10 15 20
0

5

10

15

D
O
濃
度
（

m
g/

l）

BOD濃度（mg/l）  
アユ生息時の DOと BODの分布図 

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

２

６

９

５

１０

７

９

７

８

0 5 10 15 20
0

5

10

15

D
O
濃
度
（

m
g/

l）

BOD濃度（mg/l）

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

２

６

９

５

１０

７

９

７

８

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

２

６

９

５

１０

７

９

７

８

0 5 10 15 20
0

5

10

15

D
O
濃
度
（

m
g/

l）

BOD濃度（mg/l）  
コイ生息時の DOと BODの分布図 

0 5 10 15 20
0

5

10

15

D
O
濃
度
（

m
g/

l）

BOD濃度（mg/l）

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

０

６

９

７

１１

８

９

６

１６

0 5 10 15 20
0

5

10

15

D
O
濃
度
（

m
g/

l）

BOD濃度（mg/l）

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

０

６

９

７

１１

８

９

６

１６

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

○

×

□

△

◇

北海道地方

東北地方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

＊

＋

△

△

地方名 河川数

０

６

９

７

１１

８

９

６

１６

スズキ生息時の DOと BODの分布図 

図-1魚類生息時の DOと BODの分布図 
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